
20190309「学生サミット」企画書 

 

企画名 

「大学スポーツの現状と希望―関西から始まる学生による新しいつながりに向けて―」 

 

趣旨 

「大学スポーツ協会（UNIVAS）」の設立が目前に迫り、「安心安全」「学業充実」を通じた競技環境の整備を軸

とする大学スポーツの全国的な改革がいよいよ始まろうとしている。一方、UNIVASに先んじて始動した大学ス

ポーツコンソーシアム KANSAI（KCAA）では、学生の競技環境の整備はもちろん、学生自身が自発的、主体的

に「する・みる・ささえる・つくる」といった活動に参加し、そこから学びを得て成長するとともに、大学スポ

ーツが学生の力で盛り上がっていくというビジョンに基づく活動も行ってきた。 

今後、大学スポーツが社会とのつながりを強めながら盛り上がっていくためには、「する」（競技者）と「みる」

（観戦者・サポーター）をつなげる「ささえる」学生の存在が不可欠である。また、「ささえる」という形でスポ

ーツに関わることは、スポーツ基本法に記された国民の権利の一つでもある。しかし、「ささえる」側の学生にス

ポットが当てられることはこれまで少なかったし、「ささえる」学生にはいわゆる学連のような横断組織がなく、

思いや悩みを共有する場は限定的であった。 

本企画では、UNIVAS の設立を目前に、そして KCAAの設立 1周年というタイミングで、全国から大学スポ

ーツに関わる学生を募り、大学スポーツを「ささえる」ことにスポットを当ててその意義や課題、未来について

意見を共有しあう場にすると共に、大学スポーツに主体的に関わる学生のネットワークづくりの第一歩としたい。 

 

日時：2019年 3月 9日 10：00－12：00（120分、KCAAシンポジウムの前の時間帯） 

その後昼食交流会、13 時から KCAA シンポジウムを参観、引き続き 17 時からのネットワーク交流会に

参加可能。 

場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 

参加資格：大学スポーツに関わる学生であること（特に、体育会本部員など大学スポーツを「ささえる」学生） 

参加費：無料 

責任者：上田滋夢（KCAA理事／価値向上WG座長、追手門学院大学教授）） 

ファシリテーター：峰尾恵人（京都大学体育会本部 OB／博士課程大学院生） 

 

プログラム（予定） 

1．KCAAの紹介 

2．趣旨説明 

3．話題提供 

4．全体ディスカッション 

5．クロージング 

 

申し込みフォーム：https://goo.gl/forms/pMd5etbVQwrBBKeE3（定員 50名、先着順） 

 

備考 

・参加者全員に昼食用のお弁当を用意します。 

・参加者は、同日に行われる KCAA のシンポジウム（13時―17時）とネットワーク交流会（17時―19時）に

も無料で参加できます。シンポジウムの詳細はこちら：https://www.kcaa-jp.org/news-archives 

・本企画の参加者は、KCAAシンポジウムに別途申し込んでいただく必要はありません。上記の申し込みフォー

ムで出欠をご回答ください。 

・旅費補助が可能な場合があります。詳細は下記連絡先までお問い合わせください。 

 

連絡先：【メール】mineo.keito.78n@kyoto-u.jp 

【LINE】http://line.me/ti/p/gkcW2GVto_（峰尾） 


